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	中部DX推進人材育成プラットフォーム
	● プラットフォームの特徴 ● ①地域企業のデジタル化やDXをさらに推進するため 地域の産学官金が協働して活動 ②産学連携体制の講師陣の実践的なプログラムに加えて 地域支援機関による伴走支援により 地域企業のデジタル化・DX推進をサポート

	DX人材育成
	リカレント教育
	セミナー
	ベーシックプログラム
	2026年8月開講
	キャップストーンプログラム
	DXを目指す中部地域の企業
	現場担当者 / 経営者
	昨年度から継続の7講座に加え 「AIを活用した業務の自動化」や 「材料開発の効率化」等の講座を新設し 全11講座を開講します！




	2026年度　ベーシックプログラム　概要
	経営者向けAI実務講座
	定員 30名
	●生成AIツールを経営戦略に活用したい経営者向け
	自社とITベンダーの役割分担を理解し、生成AI活用の実装パターンを事例を通して理解し、 推進すべきプロジェクトの全体像を描ける人材を育成する講座です。


	定員 －

	AI活用による最適化講座
	●DX推進に必要な最適化の基礎を体系的に学びたい管理者･実務担当者向け
	機械学習や最適化に関するAI活用の基礎理論と計算技術を学び、例題演習などを通じて AI技術を活用した問題解決ができる人材を育成する講座です。


	生成AI業務活用実践講座
	定員 20名
	●製造業を中心とした中小企業の管理職・DX推進担当者・経営層候補（非エンジニア）向け
	生成AIの基本概念と業務かつ全体像を理解し、プロンプト設計スキルを習得し、 AIを活用した業務効率化ができる人材を育成する講座



	はじめてのAIエージェント活用講座
	定員 20名
	●営業･企画･マーケティング･研究･開発･管理部門等のホワイトカラー職向け
	各種情報(会議･商談･日報･プロジェクト)･知識･スキルなどをデータベースに蓄積して管理し、 AIエージェントを構築して業務に活用できる人材を育成する講座です。


	業務効率化・価値創造講座
	定員 20名
	●企業の経営者･管理職･中堅社員（DX推進担当者、新規事業企画担当者）向け
	業務効率化の考え方と方法および生成AIも活用した価値創造の考え方を実践演習を通して修得し、 新規性・事業性のある提案ができる人材を育成する講座です。


	材料インフォマティクス講座
	定員 20名
	●これから材料インフォマティクスや計算材料科学に取り組みたい方向け
	データサイエンスやAIを活用して材料開発を効率化し、新素材の探索を加速する手法を 身に付けることを目的とした講座です。


	材料シミュレーション講座
	定員 20名
	●材料の高品質化や生産性向上、新素材の効率的な探索や評価･解析を目指す方向け

	IoT演習講座
	定員 30名
	●IoTおよびDXを始めたい管理者･実務担当者向け


	工場長養成塾DX版講座
	定員 20名
	●ものづくりに携わる企業の経営者･管理者･実務担当者向け
	DXの意義、人材育成方法、現場改善の重要性を理解し、現状から将来あるべき姿へと 遷移させていくことができるリーダーを育成する講座です。


	サイバーセキュリティ講座
	定員 30名
	●情報システム担当者･現場責任者･セキュリティ管理者･システム設計技術者向け

	定員 20名
	ロボット導入講座
	●生産性向上につながる設備やシステムを提案･導入する技術者向け
	名古屋工業大学産学官金連携機構
	中部DX　事務局




